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日時 平成20年６月３日（水）
時間 午前10時～午前11時30分
会場 Ｌｅｖｅｌ ⅩⅩⅠ 東京會舘「シルバールーム」
住所 東京都千代田区大手町2-2-2 アーバンネット大手町ビル21階

Ⅰ．「平成２０年３月期 決算概要」

Ⅱ．「今後の取り組み」

取締役経営企画部長 澤田 清春

Ⅲ．「東京ﾃﾞﾘｶﾌｰｽﾞ新工場建設にあたって」
東京ﾃﾞﾘｶﾌｰｽﾞ常務取締役 大 善保

Ⅳ．「まとめ」

代表取締役社長 舘本 勲武

Ⅴ．質疑応答

決算説明会
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１．会社概要と事業内容

株式上場 平成17年12月６日 東証二部上場

設立 平成15年4月1日（持株会社設立日）
（昭和54年10月6日創業）

所在地 東京都足立区保木間二丁目29番15号
資本金 ７５９百万円

社員数 １６６名（平均臨時雇用者数：７４４名）

関係会社 東京デリカフーズ㈱

名古屋デリカフーズ㈱

大阪デリカフーズ㈱

デザイナーフーズ㈱

㈱メディカル青果物研究所

事業内容 ホール野菜の販売、カット野菜の製造販売等

「健康野菜」を外食産業に
お届けする八百屋です
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当社グループ

ホール野菜部門
カット野菜部門
その他部門
東京デリカフーズ㈱
名古屋デリカフーズ㈱
大阪デリカフーズ㈱
㈱メディカル青果物研究所

デリカフーズ㈱

その他部門
デザイナーフーズ㈱

経営指導

業務支援

発注

納品

業務支援サービス

（成分分析他）

委託先
発注 納品

発注

納品

業務提携

共同開発

事業系統図

仕入先

（契約農家）
（荷受）
（仲卸）

研究機関
（大学等）

お客様

（ファミリーレストラン）
（ファーストフード）
（CVSベンダー）
（居酒屋）

（焼肉チェーン）

他



5

２．当社の特徴・強み
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デリカフーズグループ

産地・製造・物流・メニュー提案のトータルコーディネイター

生産者 ・ 市場
レストラン
ファーストフード
中食・居酒屋

安定購入・大量購入 外食・中食から
必要な情報の要求

【当社グループの強み・特徴】
①価格管理機能
②チルド物流機能と鮮度保持技術
③産地と外食・中食をつなぐ情報流通機能

・必要なものを必要なときに
必要な分だけ
・安定的な価格
・野菜に関する情報を提供

外食・中食の
ニーズの情報提供

《安全安心》
原産地表示
肥培管理
菌数検査
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MA製品（当社）
呼吸を考慮した商品設計

真空製品

(注）MA製品：酸素と二酸化炭素の割合を調整し、
呼吸による商品劣化を抑える技術。
Modified  atmosphere

鮮度保持技術の例
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Ⅰ．平成２０年３月期 決算概要
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平成19年
3月期

平成20年
3月期

平成21年
3月期

通期実績 来期計画

20,100

684

650

売上高経常利益率(％) 3.26 3.34 3.23
当期純利益（百万円） 367 380 370

19,425

654

649

前期実績

19,635
営業利益（百万円） 656

642

売上高（百万円）

経常利益（百万円）

決算実績（連結）
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平成19年3月期
期末

平成20年3月期
期末

コメント

総資産 （百万円） ７，７５８ ７，４３１

自己資本率 （％） ４３．１ ４９．４

１株当たり純資産 （円） ２２０，７１９．７８ ２４１，１２２．８７

有利子負債残高 （百万円） １，８４８ １，７８４ ６４百万円減少

株主資本 （百万円） ３，３４２ ３，６６９

投資活動によるキャッシュ・フロー(百万円） ▲４５２ ▲５６９
新東京工場移設
等

財務活動によるキャッシュ・フロー(百万円） ▲４９２ ▲１１７

営業活動によるキャッシュ・フロー(百万円） ５５９ ３６２

財務状況（連結）の推移
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１株当たり配当金
配当金総額

（百万円）

配当性向

（％）

純資産配当率

（％）

予想

平成２１年３月期 ４０００円 １６．４

３５００円

２５００円

１５００円

平成２０年３月期 ⇒ ４０００円 ６０ １５．９ １．７

平成１８年３月期 ⇒ ２５００円 ３９ ９．０ １．４

修正

⇒ ５２３５００円平成１９年３月期 １４．８ １．７

利益還元

配当の状況

自己株式取得 （ストックオプション実施のため）

平成19年3月12日 自己株式取得 556株 金額139百万円
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売上高（連結）

196.4 194.3

170

180

190

200

210
(億円)

H19.3 H20.3

カット

野菜

ホール

野菜
その他

1.64億円の増加
(+)FF・FR
ＣＶＳベンダーの売上増

0.29億円の減少
(－)全般的な野菜の
価格低落

3.44億円の減少
(－)委託先の売上の減少
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平成20年３月期（期末）
顧客別売上高（連結）構成比

ファミリー
レストラン

居酒屋

FF

食品メーカー・問屋

給 食 １．８％

連結売上高合計
19,425百万円

コンビニベンダー

弁当・惣菜

57.3%

12.5%

8.9%

3.5%
5.8%

顧客別 19.3期 20.3期 増減ｐｔ

ファミリーＲ 67.3

9.4

8.4

5.9

5.4

57.3 －10.0

居酒屋 12.5 ＋3.1

ファーストＦ 8.9 ＋0.5

ＣＶＳＶ 3.5 ＋2.4

弁当・惣菜 5.5 ＋0.15.5%
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部門別売上高(連結)構成比

カット野
菜部門
31.8%ホール

野菜部
門
53.6%

その他
14.6%

連結売上高合計 19,425百万円

平成20年３月期

14

業務用カット野菜

丸ごとの野菜

卵・豆腐など野菜以外
の商品・委託先

部門別 19.3期 20.3期 増減ｐｔ

カット

野菜
30.6 31.8

53.6

14.6

＋1.2

ホール

野菜
53.2 ＋0.4

その他 16.2 －1.6
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経常利益増減の段階別分析

650643

0

200

400

600

(百万円)
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210百万円の減少
(＋)カット野菜2.7％増
(－)ホール野菜0.3％減
その他10.9％減

71百万円の増加
(＋)人件費
運賃
減価償却等

(－)販売手数料
消耗品費

279百万円の減少
(＋)カット野菜8.3％増
(－)ホール野菜2.7％減
その他12.5％減

９百万円の増加
（－）有利子負債の
減少による利息減

（＋）受取利息の増加
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200

250

300

350

400

450

500

550

600

650

H19.3 H20.3 H21.3(計画)

経常利益

当期純利益

370367

642

（百万円）

利益（連結）推移
経常利益率

当期純利益率

650

3.23%

1.84%

H19.3 H20.3 H21.3(計画）

3.27%

1.87%

７月の長梅雨に対しても
予算比107％確保

当期純利益率

経常利益率

経常利益

当期純利益

649

3.34%

1.95%

380

売上減、野菜単価低落
に対しても
予算比99.9％確保
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Ⅱ．今後の取り組み
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No.３ ゼブラフィッシュを使用した実験進捗状況

食べ物（野菜）による遺伝子発現が発見されたＣ－医、食、農の連携に
よる免疫力、解毒力測定の開発

－ゼブラフィッシュ

No.１ 温野菜（過熱蒸焼野菜）開発の成功による本格稼動。

Ａ－米国の現状：ＯＲＡＣスコアー、ＡＯＵ研究会、ＥＳＲによる分析
Ｂ－名古屋医工連携インキュベータ参加
C－蓄積したデータから販売やメニュー提案へ分析データを持って

生産者と青果業界（荷受・仲卸）との協力体制の確立
D－この蓄積されたデータから新業態への計画準備

東京デリカフーズ㈱横浜センター テスト販売⇒本格販売

No.２ 青果物におけるデリカフーズ分析データによる戦略
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米国内の市場では、商品にORAC値(抗酸化力）を表示し流通

20

米国の現状～機能性表示がすでに始まっている～

ORACORACスコアースコアーとは・・・とは・・・

OOxgenxgen RRadical adical AAbsorbance bsorbance CCapacity apacity （活性酸素吸収能力）（活性酸素吸収能力）

米国農務省（米国農務省（USDAUSDA）と国立老化研究所（）と国立老化研究所（National Institute on AgingNational Institute on Aging）の研究者らが開発した抗酸化力を示す指標）の研究者らが開発した抗酸化力を示す指標

No.２ 青果物におけるデリカフーズ分析データによる戦略
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日本の現状 ～ＡＯＵ研究会の発足～
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デリカフーズグループが
蓄積した分析データが
国の機関から必要と
される時代がやってきた！



23 ESR法 電子スピン共鳴装置ＤＰＰＨ法 公定法 ＯＲＡＣ法

この施設で
3種類の方法で
抗酸化力を測定

医工連携インキュベータ施設利用開始
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経済産業省の
新エネルギー・
産業技術総合開発機構
（ＮＥＤＯ）の予算の採択

「ゼブラフィッシュ」とは
第３の実験動物として
ＮＩＨ（米国衛生研究所）

に認証されています。
（特徴）
•費用が安い。（一匹約10円）
•人間の80年の生涯を2年間で表現

No.３ ゼブラフィッシュを使用した実験進捗状況
ゼブラフィッシュを使った研究開発
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肥満 ♂ 高品位トマト ♂

内臓脂肪染色

高品位トマトを一緒に食
べることにより脂肪の蓄
積が抑えられている。

脂肪細胞
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Ⅲ．東京ﾃﾞﾘｶﾌｰｽﾞ
新工場建設にあたって

２７
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FS（Fresh ＆ Speedy)センターコンセプト

環 境環 境

安全性安全性生産性生産性

商品力商品力

●JIT生産ｼｽﾃﾑ

●在庫小ロット化

●軽設備

●ISO22000

●ﾄﾚｰｽｼｽﾃﾑ

●温度管理

●環境ﾚﾎﾟｰﾄ

●省ｴﾈﾙｷﾞｰ

●リサイクル

●高品質化

●安全性の担保

●製品の多様化

２８
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足立FSセンター概要
• 名称 ： 東京デリカフーズ㈱足立工場

• 住所 ： 東京都足立区六町4丁目4016－1

• 竣工予定日： 平成21年6月

• 敷地面積： 3,096㎡ （938坪）

• 述べ床面積： 800坪 （１Ｆ面積400坪 ２Ｆ面積400坪）

• カット部門面積： 400坪

• ホール部門面積： 200坪

• 事務所関係面積： 200坪

• 従業員数 約200名（登録）

• 総売上高： 50億円／平成26年度

• 投資金額： 土地：約1,120百万円、建物約370百万円

機械装置一式：約130百万

・ 償却負担： 初年度 借入利息約16百万円

不動産取得税（特損 約21百万円）

2年目 減価償却 約50百万円

２９
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目的

• 売上げの拡大 （30億円増／平成26年度）

• 経常利益の拡大 （1.2億円／平成26年度）

• 原価低減 （社内売上対比／－1％）

• 販路の拡大 （ＣＶＳ、スーパー、給食、ＢtoＣ）

• 新規商品の製造販売 （過熱野菜、カップサラダ）

• 衛生管理の向上 （ISO22000の取得）

• トレースシステムの導入

• 省人化

• 自社物件の取得

３０
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導入概要

• ｼﾞｬｽﾄ・ｲﾝ・ﾀｲﾑ生産ﾗｲﾝ
CVS・SC用生産ライン

• 一般生産ライン

• 過熱野菜生産ライン

• カット有機野菜生産ライン

• カップサラダ生産ライン

• プレ加工野菜ライン

• オートソーター

• トレースシステム

• チルドセンター化

• 受注センター （24時間）

３１
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Ⅳ．まとめ

３２
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①．現状と来期の見通し

②．小売店・パイロット店の進捗状況

Ⅳ．まとめ

３３３３
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ご清聴ありがとうございました

問い合わせ先

デリカフーズ株式会社
部署 経営企画部 澤田・長堀
電話 ０３－３８５８－１０３７
FAX ０３－５８５１－１０５６
HP http://www.delica.co.jp


